
b_国民健康保険事業（直診勘定）_1事業シート（令和4年度決算）
3 ２

1 ⑴

1

1

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和5年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和3年度事業実績、評価等（Check）　R4.8実施 5.令和4年度事業実績、評価等（Check）　R5.8実施

□ □

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績 事業実績

市長査定
の考え方

・金融機関窓口納付手数料については、導入時期見送り

・診療所を受診する市民の安心、安全な診療体制確保に寄与した。
・市民が身近な場所で新型コロナウイルス感染症の検査や診療を受ける体制を整備することができ、感染拡大
防止を図ることができた。
・歯科診療の実施により、地域住民が身近な場所で必要な歯科診療を受けることができる体制を維持している。
・「飛騨地域 地域外来・検査センター」は、地域の検査体制の充実が図られたことにより、令和３年度末をもって
県からの委託が終了し閉鎖した。

評価等 評価等
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査
・南高山地域医療センター及び高根診療所について、事業課とのヒアリングによ
り必要な金額を追加

・国保診療所の安心、安全な診療体制を維持する。
・適切な感染予防対策を継続し、国保診療所受診者と従事者の安全を確保す
る。
・南高山地域センター拠点診療所と高根診療所の整備へ向けて設計に着手す
る。次年度の整備に必要な予算確保に努める。

次年度
以降の
考え方

(担当課)

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・診療所開設状況
【医科】　延べ利用患者数　２４，１８６人
【歯科】　延べ利用患者数　　１，１８１人
・新型コロナウイルス感染症について、引き続き県指定の「診療・検査医療機関」として、６か所の診療所
において延べ４１０日間発熱外来を開設
・新型コロナウイルス感染症の感染拡大に対応するため、昨年に引き続き県から委託を受けて「飛騨地
域 地域外来・検査センター」を開設（５５回）
・南高山地域（久々野・朝日・高根）の継続可能な診療体制の構築のため、センター拠点診療所と高根診
療所整備へ向けて地域住民等への事業説明を実施

担当課
予算要求
ポイント

・国保診療所の管理運営に必要な経費を計上
・南高山地域医療センター拠点診療所及び高根診療所の整備に必要な経費を計
上
・移動診療車導入に向けた調査研究に必要な経費を計上

・診療所開設状況
【医科】　延べ利用患者数　２４，７１５人
【歯科】　延べ利用患者数　　１，１４２人
・新型コロナウイルス感染症について、引き続き県指定の「診療・検査医療機関」として、６か所の診療所
において延べ７２４日間発熱外来を開設
・南高山地域（久々野・朝日・高根）の継続可能な診療体制の構築のため、センター拠点診療所と高根診
療所整備へ向けて委託による設計を実施
・将来の総合診療医の安定確保を目的に、医学生実習や初期臨床研修医の地域医療研修等を積極的
に受入れた。

・診療所を受診する市民の安心、安全な診療体制確保に寄与した。
・市民が身近な場所で新型コロナウイルス感染症の検査や診療を受けることができるよう、感染予防対策を施し
て患者の受入れに対応した。
・歯科診療の実施により、地域住民が身近な場所で必要な歯科診療を受けることができる体制を維持している。
・医学生や研修医の積極的な受入れにより、参加者から地域医療や総合診療に興味を示す反応が多く得られ
ている。

・国保診療所の安心、安全な診療体制を維持する。
・適切な感染予防対策を継続し、国保診療所受診者と従事者の安全を確保す
る。
・南高山地域センター拠点診療所と高根診療所の整備へ向け、敷地の造成、本
体工事に着手する。
・引き続き医学生実習などの積極的な受入れに努める。

特定財源

・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る。

概要
・医療及び介護サービスの提供
・予防接種、健診事業の実施
・上記事業を実施するための施設管理、施設整備

事業名 11100 一般管理費
総合計画

根拠計画
過疎地域持続的発展計画

市長公約

歳出事業費
（職員人件費を除く）

目的

R4完了予定 R5完了予定

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R3完了 R4完了

移動診療車導入へ向けた準備 100

高根診療所の整備（高根多目的センター内） 3,700 3,700 2,479 2,479 10,300

南高山地域医療センター拠点診療所の整備 32,920 31,924 12,963 12,963 29,100

医学生、研修医等の受入れ 3,600 3,385 3,600 3,600 4,773 1,388 4,600

診療所の感染症対策、地域外来・検査センターの運営 9,390 2,404 6,750 △ 2,404

地域医療広域連携の強化（医療連携推進法人への参画） 331 150 331 331 280 130 331

診療所の管理運営（小修繕含む） 56,452 47,179 51,074 53,884 50,353 3,174 54,127

個票枝番 主な事業内容 査定額 説明

一般財源

3,380 3,380 △ 3,570

その他（ 診療収入　等 59,993 50,372 91,425 93,239 70,848 20,476 97,725 95,478 95,178 3,753

県費　（ 
地域医療確保事業費補助金 10/10　　医療施設等施設整備費補助
金1/2　　県産材需要拡大施設等整備補助金1/2等 9,780 2,746 6,950 200 △ 2,746 2,634

183

国費　（ 

69,773 53,118 98,375 93,439 70,848 17,730 100,359 98,858 98,558

R3 R4 R5予算 実施計画額 329,100
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額（d） 増減 (d)-(ｃ)

総合計画等　主な指標 R3実績 R4実績 R6目標

「安心して医療を受けられる環境が整っている」と感じてい
る市民の割合

63.7％ 55.5％ ↗

項 総務管理費

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 一般管理費

予
算

会計 国民健康保険事業特別会計(直診勘定) まちづくりの方向性 心身の健康と文化、教育で心豊かな暮らしを実現する

款 総務費 まちづくり戦略 心身が健康で安心して暮らし続けられる社会の実現
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b_国民健康保険事業（直診勘定）_2

主要事業個票（令和4年度決算）

☑ □ 3

□ □ 1

□ 1

□ 1

事業の目的・概要（Plan）

[参考] R3決算（Do・Check）　R4.8時点 （千円） [参考] R4当初予算(Action)　R4.3時点 （千円） R4決算（Do・Check）　R5.8時点 （千円） R5当初予算（Action）　 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ □

□ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

事業名 11100 一般管理費 担当課 市民保健部　医療課

枝番・内容 1 南高山地域医療センター拠点診療所の整備

目的 概要・南高山地域（久々野・朝日・高根）における安定した医療の提供を図る
・人口減少地域における地域医療提供の拠点となる診療所を整備する
・３地域の診療所の連携運営を統括し、感染症対策、災害時の診療維持、医療従事者の研修育成等の役割を担うもの。

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R3完了 R4完了

R4完了予定 R5完了予定

区分 予算

予算額

主な経費 ・設計監理委託料

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]
・南高山地域医療センター拠点診療所を久々野地域に新たに整備する計
画への着手。
・老朽化した久々野診療所に代わる地域診療所としての機能と、南高山３
地域の診療所機能を統括するセンター拠点診療所としての機能を発揮。
・若手医師の積極的な育成等、南高山地域医療構想を実現するための機
能や設備を持つ。
・令和４年度は施設の設計監理委託料等を計上。

[事業実績]
・設計監理業務について入札により業者を決定、委託契約を締結し、令和
４年度中に施設の設計を終了した。

[評価等]
・診療所の医師等医療従事者、事務職員の意見や要望を把握し、設計委
託業者、市の公共施設建設担当者等との打ち合わせを随時行っている。
・設計に関する打ち合わせでは、目的とする機能が十分に発揮できる施
設となるか、利用される方、特にお年寄りや体の不自由な方、お子さんを
伴っての利用において、支障がないものとなるかを繰り返し確認、検討を
行った。
・地元地域へ施設の概要等に関する説明会を開催した。
・予定期間中に施設の設計を終了した。

[スケジュール]
・４～３月　設計、土地の購入、造成工事等

次年度以降
の考え方
(担当課)

次年度以降
の考え方
(担当課)

・南高山地域センター拠点診療
所と高根診療所の整備へ向け、
敷地の造成、本体工事に着手
する。

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

[事業内容]
・本体施設の工事に着手（令和６年度まで２年間の予定）

[スケジュール]
・施設整備に関する補助金交付決定及び議会の議決後、工事に着手

対前年度増減額（当初予算） △ 3,820

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

最終 最終 31,924
決算額 決算額 12,963

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 32,920 対前年度増減額（決算） 12,963

予算額

29,100

繰越 繰越

補正等 補正等 △ 996
主な経費

・工事請負費（継続費）
・設計監理委託料（債務負担）

当初 予算額 当初 32,920 当初 32,920 予算額 当初

その他重要事業 項 総務管理費 内線 2802

目 一般管理費 作成年月 R5.8

R4新規 R5新規 会計 国民健康保険事業特別会計（直診勘定）

R4拡充 R5拡充 款 総務費
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b_国民健康保険事業（直診勘定）_3事業シート（令和4年度決算）
3 ２

2 ⑴

1

1

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和5年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和3年度事業実績、評価等（Check）　R4.8実施 5.令和4年度事業実績、評価等（Check）　R5.8実施

□ ☑

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

・医療用機器の維持管理、更新に必要な経費を計上

・積算内容を精査

担当課
予算要求
ポイント

歳出事業費
（職員人件費を除く）

特定財源

・血圧脈波検査装置（荘川診療所）、ベッドサイドモニタ（久々野診療所）、歯科用ユニット（高根診療所）な
ど医療用機器を更新
・６か所の国保診療所の電子カルテシステムを更新

・効果的な診断や治療が行える医療機器を導入することにより、地域住民が身近な場所で安心して医療
が受けられる環境整備に寄与した。
・患者の医療情報を扱う電子カルテシステムを更新することで、安全かつ効率的に利用、管理する体制
の維持ができた。

・計画的な医療機器の更新により、引き続き、安心・安全な医療サービスの提供
に努める。

事業実績 事業実績
・ポータブルエコー（久々野・朝日）、歯科用Ｘ線診断装置（朝日）など医療用機器を更新

評価等 評価等
・効果的な診断や治療が行える医療機器を導入することにより、地域住民が身近な場所で安心して医療
が受けられる環境整備に寄与した。 財務部

査定の
考え方

次年度
以降の
考え方

(担当課)

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・計画的な医療機器の更新により、引き続き、安心・安全な医療サービスの提供
に努める。
・６か所の国保診療所の電子カルテシステムを更新する。

市長査定
の考え方

目的
・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る。

概要 ・医療用機器の維持管理及び更新

市長公約

根拠計画
過疎地域持続的発展計画

事業名 21100 医療用機械器具費
総合計画

R4完了予定 R5完了予定

・財務部査定のとおり

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R3完了 R4完了

電子カルテシステムの更新 50,340 50,340 48,702 48,702 4,400

医療機器の借上げ 10,140 9,795 10,100 10,100 9,576 △ 219 10,600

医療用機械器具費の購入 10,000 9,932 10,000 10,000 9,877 △ 55 10,000

個票枝番 主な事業内容 査定額 説明

一般財源

5,000 5,000 △ 14,000

その他（ 診療収入　等 21,820 21,974 58,840 58,840 70,800 48,826 31,833 30,750 30,750 △ 28,090

県費　（ へき地診療所整備事業費補助金　1/2等 5,000 3,684 19,000 19,000 3,743 59 5,000

△ 42,090

国費　（ 

26,820 25,658 77,840 77,840 74,543 48,885 36,833 35,750 35,750

R3 R4 R5予算 実施計画額 25,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額（d） 増減 (d)-(ｃ)

総合計画等　主な指標 R3実績 R4実績 R6目標

項 医業費

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 医療用機械器具費

予
算

会計 国民健康保険事業特別会計(直診勘定) まちづくりの方向性 心身の健康と文化、教育で心豊かな暮らしを実現する

款 医業費 まちづくり戦略 心身が健康で安心して暮らし続けられる社会の実現

b_国民健康保険事業（直診勘定）_3  3-21100



b_国民健康保険事業（直診勘定）_4

主要事業個票（令和4年度決算）

□ □ 3

☑ ☑ 2

□ 1

□ 1

事業の目的・概要（Plan）

[参考] R3決算（Do・Check）　R4.8時点 （千円） [参考] R4当初予算(Action)　R4.3時点 （千円） R4決算（Do・Check）　R5.8時点 （千円） R5当初予算（Action）　 （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ □

□ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

事業名 21100 医療用機械器具費 担当課 市民保健部　医療課

枝番・内容 1 電子カルテシステムの更新

目的 概要

・６か所の診療所で使用している電子カルテシステムの機器とシステムを新しく更新することで、患
者への診療サービスの向上と医療の質の向上を図り、安全な診療体制を確保する。
・従事する医師をはじめとしたスタッフへ、快適で効率的な勤務環境を提供する。

・６か所の国保診療所や出張診療所で使用している電子カルテシステムについて、機器の保守対応期間が過ぎるため、令和４年度中に機器及びシステムを更新する。
・現在使用している機種は導入から５年が経過しているため、更新により個人情報や医療情報の更なる安全管理を図る。
・システムを活用し、関連医療機関や介護事業者等との効率的なネットワークにより、地域包括ケアを推進する。

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R3完了 R4完了

R4完了予定 R5完了予定

区分 予算

予算額

主な経費
・電子カルテ（医事一体型）の購入
・ネットワーク機器設定委託料

[事業実績]

[評価等]

[事業内容]
・現在使用している電子カルテシステムを、６か所の診療所において新た
なシステム、機器に更新。
・往診時に使用できる電子カルテシステムを導入。

[事業実績]
・６か所の診療所において、現在使用している電子カルテシステムを新た
なシステム、機器に更新。
・往診時に使用できる電子カルテシステムを導入。

[評価等]
・年度内に６か所の診療所の電子カルテシステムの更新を終了したことに
より、患者の個人情報や治療経過等の医療情報を、引き続き安全に管理
する環境整備を図ることができた。
・往診時に使用できる電子カルテシステムを導入したことにより、在宅患者
のカルテの閲覧や、診察結果や処方薬の入力等が往診先で行えるように
なり、診療の精度向上が図られた。また、医師の勤務時間短縮と負担の
軽減を図ることができた。

[スケジュール]
・４～３月　機器やシステムの更新、使用開始

次年度以降
の考え方
(担当課)

次年度以降
の考え方
(担当課)

・医療情報の更なる安全利用と
管理に努める。
・研修医や医学生受入れによる
医療人材の育成においても、電
子カルテシステムを活用した研
修の充実を図る。

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

[事業内容]
・令和４年度に更新した電子カルテシステムについて、診療所において研
修を受ける研修医や医学生が利用しやすい環境を整備するため、必要な
診療所において増台するもの。
・将来の総合診療医の確保へ向け、診療所において積極的に医学生等の
研修を受け入れており、医療情報を活用した研修は重要な項目の一つと
なっている。

[スケジュール]
・４～３月　機器やシステムの整備

対前年度増減額（当初予算） △ 45,940

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

最終 最終 50,340
決算額 決算額 48,702

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 50,340 対前年度増減額（決算） 48,702

予算額

4,400

繰越 繰越

補正等 補正等
主な経費

・研修医等の受入れ環境の充実（電子カルテシステムの
増台等）

当初 予算額 当初 50,340 当初 50,340 予算額 当初

その他重要事業 項 医業費 内線 2802

目 医療用機械器具費 作成年月 R5.8

R4新規 R5新規 会計 国民健康保険事業特別会計(直診勘定)

R4拡充 R5拡充 款 医業費
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b_国民健康保険事業（直診勘定）_5事業シート（令和4年度決算）
3 ２

2 ⑴

1

2

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和5年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和3年度事業実績、評価等（Check）　R4.8実施 5.令和4年度事業実績、評価等（Check）　R5.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

・適切な医療提供のために必要な脱脂綿、ガーゼ等の医療用消耗品購入に必要
な経費を計上

・積算内容を精査

担当課
予算要求
ポイント

歳出事業費
（職員人件費を除く）

特定財源

・注射器等の医療用消耗品の購入
・白衣等被服の購入

・必要な医療用消耗資機材の選定、計画的な購入、適切な在庫管理を行うことができた。

・患者への医療の提供に必要な医療用消耗資機材の購入を適切に行うなど、安
心・安全な医療サービスの提供に努めていく。

事業実績 事業実績

・注射器等の医療用消耗品の購入
・白衣等被服の購入
・国保診療所の発熱外来や飛騨地域 地域外来・検査センターで使用する新型コロナウイルス感染症の
検査用品等の購入

評価等 評価等・必要な医療用消耗資機材の選定、計画的な購入、適切な在庫管理を行うことができた。
財務部
査定の
考え方

次年度
以降の
考え方

(担当課)

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・患者への医療の提供に必要な医療用消耗資機材の購入を適切に行うなど、安
心・安全な医療サービスの提供に努めていく。 市長査定

の考え方

目的
・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る。

概要 ・医療用消耗品、被服の購入

市長公約

根拠計画
過疎地域持続的発展計画

事業名 21200 医療用消耗機材費
総合計画

R4完了予定 R5完了予定

・財務部査定のとおり

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R3完了 R4完了

感染症予防対策 1,700 51 980 500 500 449 380

医療用消耗品の購入 7,200 6,250 7,200 7,654 7,654 1,404 7,200

個票枝番 主な事業内容 査定額 説明

一般財源

その他（ 診療収入　等 7,700 6,250 7,700 8,154 8,154 1,904 8,204 7,580 7,580 △ 120

県費　（ 1,200 51 480 △ 51

△ 600

国費　（ 

8,900 6,301 8,180 8,154 8,154 1,853 8,204 7,580 7,580

R3 R4 R5予算 実施計画額 8,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額（d） 増減 (d)-(ｃ)

総合計画等　主な指標 R3実績 R4実績 R6目標

項 医業費

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 医療用消耗機材費

予
算

会計 国民健康保険事業特別会計(直診勘定) まちづくりの方向性 心身の健康と文化、教育で心豊かな暮らしを実現する

款 医業費 まちづくり戦略 心身が健康で安心して暮らし続けられる社会の実現
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b_国民健康保険事業（直診勘定）_6事業シート（令和4年度決算）
3 ２

2 ⑴

1

3

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和5年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和3年度事業実績、評価等（Check）　R4.8実施 5.令和4年度事業実績、評価等（Check）　R5.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

・患者の治療のための注射薬等医薬品購入に必要な経費を計上

・積算内容を精査

担当課
予算要求
ポイント

歳出事業費
（職員人件費を除く）

特定財源

・全診療所　：　注射薬、外用薬の購入
・栃尾診療所　：　内用薬の購入

・在庫管理を適切に実施し、共同発注及び後発品の積極的採用を行うことができた。

・医薬品の選定や、定期的な在庫チェックを継続して行う。

事業実績 事業実績
・全診療所　：　注射薬、外用薬の購入
・栃尾診療所　：　内用薬の購入

評価等 評価等・在庫管理を適切に実施し、共同発注及び後発品の積極的採用を行うことができた。
財務部
査定の
考え方

次年度
以降の
考え方

(担当課)

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・医薬品の選定や、定期的な在庫チェックを継続して行う。 市長査定
の考え方

目的
・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る。

概要 ・医薬品の購入（内用薬、外用薬、注射薬等）

市長公約

根拠計画
過疎地域持続的発展計画

事業名 21300 医薬品衛生材料費
総合計画

R4完了予定 R5完了予定

・財務部査定のとおり

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R3完了 R4完了

医薬品衛生材料の購入 27,000 20,284 26,000 25,350 18,392 △ 1,892 24,000

個票枝番 主な事業内容 査定額 説明

一般財源

その他（ 診療収入　等 27,000 20,284 26,000 25,350 18,392 △ 1,892 26,400 24,000 24,000 △ 2,000

県費　（ 

△ 2,000

国費　（ 

27,000 20,284 26,000 25,350 18,392 △ 1,892 26,400 24,000 24,000

R3 R4 R5予算 実施計画額 30,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額（d） 増減 (d)-(ｃ)

総合計画等　主な指標 R3実績 R4実績 R6目標

項 医業費

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 医薬品衛生材料費

予
算

会計 国民健康保険事業特別会計(直診勘定) まちづくりの方向性 心身の健康と文化、教育で心豊かな暮らしを実現する

款 医業費 まちづくり戦略 心身が健康で安心して暮らし続けられる社会の実現
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b_国民健康保険事業（直診勘定）_7事業シート（令和4年度決算）
3 ２

2 ⑴

1

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.令和5年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.令和3年度事業実績、評価等（Check）　R4.8実施 5.令和4年度事業実績、評価等（Check）　R5.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

・高度医療機器を使用する市内中核病院での検査等、患者に適切な医療を提供
するために必要な予算を計上

・積算内容を精査

担当課
予算要求
ポイント

歳出事業費
（職員人件費を除く）

特定財源

・医師、歯科医師への業務委託
・血液検査等の検査業務委託

・市内中核病院に医師派遣業務及び高度医療機器を使用する検査業務委託等を行うことにより、診療体
制及び診療内容の充実を図ることができた。
・歯科医師会の協力を得ながら、へき地の歯科診療体制が確保できた。

・引き続き、必要な検査や医療を提供できるよう、中核病院や検査機関との連携
を強化し効率的で機能的な診療体制の充実に努めていく。

事業実績 事業実績
・医師、歯科医師への業務委託
・血液検査等の検査業務委託
・飛騨地域 地域外来・検査センターのＰＣＲ検査の検査業務委託

評価等 評価等

・市内中核病院に医師派遣業務及び高度医療機器を使用する検査業務委託等を行うことにより、診療体
制及び診療内容の充実を図ることができた。
・歯科医師会の協力を得ながら、へき地の歯科診療体制が確保できた。
・ＰＣＲ検査を専門的な検査機器や技術を有する検査機関に委託することで、適切な検査の実施を図るこ
とができた。

財務部
査定の
考え方

次年度
以降の
考え方

(担当課)

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・引き続き、必要な検査や医療を提供できるよう、中核病院や検査機関との連携
を強化し効率的で機能的な診療体制の充実に努めていく。 市長査定

の考え方

目的
・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る。

概要 ・医療業務の委託（医師派遣業務、検査業務、歯科診療業務等）

市長公約

根拠計画
過疎地域持続的発展計画

事業名 21400 医療業務委託費
総合計画

R4完了予定 R5完了予定

・財務部査定のとおり

維持・改善 維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

R3完了 R4完了

地域外来・検査センター運営に係る業務委託 20,600 104 1,600 △ 104

検査業務等委託 17,300 17,782 17,200 17,180 17,443 △ 339 18,680

歯科診療業務委託 19,600 19,417 19,700 19,700 19,783 366 19,700

医師派遣業務委託 8,300 7,920 8,400 8,596 8,249 329 8,320

個票枝番 主な事業内容 査定額 説明

一般財源

その他（ 診療収入 65,600 45,119 46,880 45,476 45,475 356 47,834 46,700 46,700 △ 180

県費　（ 地域外来・検査センター運営事業費 10/10 200 104 20 △ 104

△ 200

国費　（ 

65,800 45,223 46,900 45,476 45,475 252 47,834 46,700 46,700

R3 R4 R5予算 実施計画額 50,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算 決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額（d） 増減 (d)-(ｃ)

総合計画等　主な指標 R3実績 R4実績 R6目標

項 医業費

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 医療業務委託費

予
算

会計 国民健康保険事業特別会計(直診勘定) まちづくりの方向性 心身の健康と文化、教育で心豊かな暮らしを実現する

款 医業費 まちづくり戦略 心身が健康で安心して暮らし続けられる社会の実現

b_国民健康保険事業（直診勘定）_7  3-21400


